
 

 

 

随筆・随想・事例報告 

Active-Learning と質保証 テムを採 入 た産学連携によ  

次世代ハイパーエン ニア養成プログラム の取 組み 

 

富山大学工学部 副学部長 

川 口 清 司 
 
 

1. じ に 
近 ， ， ，東芝 日本 く

牽引し 企業 苦境 立 さ い 。技

術 成熟し 製品 コ 要 あ ，低コ

製造 中国，韓国， 湾 新興国 勝

く い 。日本 活路 高付加価値

製品 低コ 生産 あ ，従来以

高い製品開発能力 有 技術者 緊急 育成

必要 あ 。 

一方，地域 課題 し 富山県 機械，電機，金属，

ッ ，機械加工，医薬品 産業 さ

県 あ ，社会人基礎力 備え 高 専門

知識 実践力 有 技術者 高い。

，高 専門知識 定着 実践力 強化育

成 新しい教育方法 開発 実践 必要 あ 。 

富山大学工学部 ， 地域企業 連携

し く 教育 実施 ，即戦力

し 活躍 技術者 育成し ，地域企

業 さ 要望 応え ，地域産業 活性化

，従来 く 教育 ，

新 独自 ン 用い 教育方

法 改革 学生 質保証 取 組 い 。 

 

2. 富山大学工学部におけ づく 教育 
図 富山大学工学部 工学教育体系 示

。横軸 学部，大学院 学 ，縦軸 教育 内容

示 。教養 専門教育 し ， く 基

礎力， く 実践力 企業 行わ い

く 実施 内容 し いく。 く

実践力 企業 協働し 実施 必要 あ 。富

山大学工学部 目指 方向 商品 し 通用

本物 作 技術者 育成 あ ， 成 15 ～
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成 18 採択さ 文科省 特色 GP 事業

い ， 創造工学特別実習 や 企業技術者

く 実践講義 ， 成 19 ～ 成 21

採択さ 文科省 く 技術者育成支援事業

い ， 製品開発 や 製品開発体験実

習 実施し 。大学院教育 い ， 連

携大学院コン 参画 ，

ョン 創出 ン 博士

育成し い 。 ，対象 学部生 大学院生

，社会人 対象 し 次世代 ン

養成講 開講し ，地域企業 技術者 専

門能力や ン 能力 向 努 い 。 

 

3. Active-Learning と質保証 ム 
成 ７ 文科省概算要求特別

富山大学工学部 提案し Active-Learning 質保

証 採 入 産学連携 次世代

ン 養成 採択さ 。工学

部 現在本事業 鋭意推進し い 。 

本事業 概要 ，工学部，工学部附属創造工学 ン

，大学院理工学教育部 主体 ，富山大学

Active-Learning 質保証 採

入 産学連携型 独自 く 教育カ キュ

構築 実施 ，高 専門知識

く 体験 有し，創造力や問題解決力

く 基礎力 ，コ 信頼性 安全性

く 実践力 駆使し ，商品 し 通用

本物 作 ，質 保証さ 次世代 ン

育成 。 

 本事業 特長 以 通 あ 。 

Active-Learning 採 入 ，知識

確実 定着 ， く 基礎力や く 実

践力 効率的 育成 図 。 

修得 専門知識， く 基礎力，

く 実践力 有し い う ，項目別 評価基

準 設定し ，教員 学生 企業講師 相互評

価 ，質 保証 行う。 

本事業 成 ７ ，学士課程 修士課程

い ，Active-Learning 質保証

採 入 産学連携型 独自 く 教育

カ キュ 構築 実施し い 。 

学士課程  

学部 生 対象 し ，新規導入教育科目 創

造工学入門 企画し 実施し 。 ，

工学 履修 学修意欲 向 目的 し，製

品 構成 技術 解剖し 専門教育 内容 技術

関係 詳細 説明 。 ，富山県機電工業会

連携し ，企業講師 招聘 ，大学

専門科目 授業内容 製品技術 関係や企業 活

躍 必要 能力 い 講演し 頂い 。 

学部生 生～ 生 対象 し ，Active-

Learning 授業 計 回 採 入 創造

図  次世代ハ パーエン ニ 養成 ロ ラム 概要 
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工学特別実習 開講 。 

学部生 生 生 対象 し ，新

規教育科目 創造 く 企画し 実施し 。

，専門知識 駆使し 融合 取 組 ，

く 体験 。産業界 講師 招聘し，

Active-Learning 採 入 授業 進 。

， ッ 用い 修得 能力 項目別

評価基準 設定し ，教員 学生 面談し

相互評価し，企業技術者 評価 採

入 。 

修士課程  

大学院生 生 対象 し ，新規教育科目

企業協働 く 研修 企画し 実施し 。

，学生 国内外 企業 ン ン ッ し

派遣 ，教員 企業 協働し 作成し

研修 履修 。研修 製

品開発 必要 知識 製品開発 ，コ ，信

頼性，生産管理 や技術 盛 込 内容 し

， 中 課題発見力，問題解決力， ン

ョン能力 育成 。 

大学院生 生 対象 し ，新規教育科目

創造工学課題解決演習 企画し 実施し 。

， く 関 課題 解決し

企画，課題発見，問題解決， ン ョン

学ぶ実習 あ 。 カ ンキン 活用し，

Active-Learning 採 入 授業 進 。

，修得 能力 項目別 評価基準 設

定し ，教員 学生 面談し 相互評価し，企業技術

者 評価 採 入 。 

 

4. 富山大学モ ル Active-Learning 
本事業 ン ，学生

主体的学習態 育成 ，学修効果 飛躍的 向

さ ，独自 富山大学 Advanced-

Active-Learning 提案し 実施 。図 機械知

能 工学科 開講し 創造 く 科目

例 示 。学生 提示し， 選

択さ 。 い ，企画，設計，

製図，製作，性能評価 行う。企画 設計 過程

中 ，学生 名程 Active-

Learning あ Group-Learning 討

論 ，Self-Learning 自分 学習 ，Pair-Learning

相互 教え ，Presentation-Learning 学修成

果 発表 行う ，専門知識 定着や創造

力，問題発見 解決能力 向 期待 。 

，企業 講師 招聘し ，製品開発 必要

知識や社会人 心構え い 講演し 頂く。 

近 ， ン 他大学 い

積極的 授業 採 入 ，成果 い ，

富山大学 ， 製品開発 必要 く

図  富山大学モ ル ラーニン  
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実践力 育成 産学連携型 Active-Learning，

学習 含 学習 相乗効果 循環式

Active-Learning， 質 保証 採 入

ッ 式 Active-Learning いう点 他大学

い大 特長 有し い 。 

 

5. 富山大学モ ル 質保証 ム 
従来 評価方法 ，優 良 段階評価 あ

，本事業 富山大学 質保証 特

長 ， 学生，教員，企業講師 者 相互評価 行

う 。 ッ 用い 個別能力

評価 実施 。 作品 性能評価 客観

的 評価 行う あ 。図 機械知能

工学科 創造 く 科目 例 あ

，授業 各段階 い 細分化さ 修得

能力 い 段階 基準 設定し，

能力 到達し い 評価

。最初 学生 授業開始時 個別能力

い 初期評価 。次 ，企画 設計 終了し 時点

い 個別能力 評価 。教員 中間評価 行

い，学生 面談し 能力評価 い 説明

，能力向 向 指導 。最後 性能評価

終了し 成果 ン ョンし，教員 企業

講師 ッ 用い 評価 。企業講師

評価 考慮し ，最終的 教員 評価 。主

評価能力 ，専門力，問題発見 解決能力，主体性，

ン ョン能力，協調性，コ ュ ョ

ン能力等 あ ，企業講師 評価 能力 教

員 評価 能力 分 評価能力 決

必要 あ 。 

 

6. おわ に 
本事業 実施 波及効果 い ，

Active-Learning 活用し 高 専門知識 定着

教育方法， び質 保証 学修成果

評価 確立し，学部生 大学院生 対象

し ， 実践的 く 教育 行う ，

く 教育 ，本教育方法 学修成果

評価方法 幅広い分 教育 適用

。 

，最終的 目標 あ 質 保証さ 高

専門知識 く 実践力 有し，企業 即戦力

し 活躍 次世代 ン 養成

，質 保証さ 高 専門知識や

実践力 有 技術者 育成 ，産業界

大 く貢献 ，高付加価値製品 低コ 生産

強い日本 取 戻 期待 。 

本事業 成 ７ し， 経

過し ，各科目 授業実施方法や評価方法

い ， ン 評価結果 中心 し 担当教

員 意見 考慮し 教育効果 分析

，課題 抽出し さ 改善 い

い。 

図  富山大学モ ル 質保証 ム 
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